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	記入年月日
	平成３０年２月１４日

	種　　　別
	歴史資料

	名　　　称
	和戸教会資料

	員　　　数
	一括

	所　在　地
	宮代町和戸3-7-5

	所有者の住所・氏名
	（住所　同上）日本キリスト教団　和戸教会

	管理者の住所・氏名
	同上

	経過及び現況
	明治11年(1878)10月26日、和戸村の小島九右衛門、小菅幸之助、篠原大同といった人物を中心に、埼玉県で初めて設立されたプロテスタントのキリスト教会である。ヘボン、フルベッキ、バラなどといった、幕末から明治初期における日本の近代化の一助をなした外国人宣教師の影響を大きく受けており、埼玉県東部におけるキリスト教布教の中心となった。教会は、初めは小島九右衛門の自邸に設置されたが、明治15年に初代の教会堂が建設された。昭和30年(1955)に献堂式が行われた2代目会堂建設の際に現在の場所に移動し、現在は3代目の会堂となっている。
和戸教会資料は、１）古文書・書籍類　２）書棚　３）説教講壇　４）窓枠（部分保存分も含む）の4種から構成されている。　

１）古文書・書籍類は、小菅幸之助自作と伝わる書棚の中に収納され、昭和35～40年頃に教会に寄贈された。全92点。内容により大きく3つに区分できる。1つ目は、教会の設立当事の古文書や明治初期の聖書などである。2つ目は、小菅幸之助氏が収集したと思われる、蔵書印の押された聖書や福音書である。3つ目は、キリスト教の教理をテーマにしたものと思われる大正期以降の小説類や賛美歌集などである。いずれも、小菅家から書棚が寄贈された際に、書棚の中に収められていた資料である。また、これらの資料群は、戦後に教会が牧師不在の時期があったため、教会関係資料として小菅家において保管されてきたものである。
２）書棚は小菅幸之助自作と伝わるもので、古文書・書籍類が収められた状態で、教会に寄贈されたものである。小菅幸之助が設立当初からの執事であったこともあり、教会関係の事務を行う都合上、関係資料を保管するために作成したものと思われる。家具職人の手によるものとは仕様が異なっており、外国人宣教師などとのかかわりの中で目にしてきた家具を参照して作成したものと推察される。大きさは高さ約187ｃｍ、幅96ｃｍ、奥行き約70ｃｍであり、上部はガラス戸を伴う書棚で、下部は机と引き出しで構成されている。
３）説教講壇は、明治15年(1882)11月初代会堂建設の際に小菅幸之助が作成したものとの伝承がある。樫の木で作られており、大きさは高さ約100ｃｍ、幅約99ｃｍ、奥行き約41ｃｍである。講壇上部には三つ葉のクローバーの形が、前面に五つ、左右に二つずつ彫り抜かれている。
４）窓枠は、全体の状態のものが郷土資料館に1点、上部の半円形をしていてステンドグラスを配した部分のものが教会に1点残されている。（合計2点）資料館所蔵の窓枠は、教会から平成11年（1999）に寄贈されたものである。これらの窓枠は、小菅幸之助が群馬県の沼田教会を建設した際の部材の残りで、長らく小菅家の倉庫に保管されていたものを2代目会堂建設の際に使用したものであり、また、その時にステンドグラスについては、東京都内に存在していた明治時代の教会に使われていたものを2代目会堂建設の際に入手したと伝わる。窓枠全体の大きさは、高さ約195ｃｍ、幅約118ｃｍで、半円部分は高さ約50ｃｍ、幅約98ｃｍである。下部の開き窓は中央から外側に開く構造となっており、ほぼ正方形のガラスが4枚入っている。上部の半円形の枠には4枚のステンドグラスが入り、青・白・黄色が使われているが、二つは同じ配色にはなっていない。

	指定理由
	　和戸教会は埼玉県で最初のプロテスタントのキリスト教会であり、明治初期の宮代町における信仰の様子や広がり、西洋文化の受容、あるいは埼玉県東部地域を中心としたキリスト教の様相や広がりなどを示す貴重な資料群である。

	備　　考
	


